
 

 

2023 年 9 月 

札幌渓仁会リハビリテーション病院 

 

患者さん・ご家族へのお願い（感染対策、差し入れ） 

 

当院では、患者さんと職員の健康のため感染症対策強化を継続しております。入院される患者さ

ん・ご家族の方に下記の感染対策の継続についてお願いいたします。また、食品等の差し入れや管理

につきましてもご協力をお願い致します。 

 

≪感染対策について≫ 

患者さんへ 

・病室の外へ出る時やリハビリ中はマスクの着用をお願いします。 

・マスクなしで、他の患者さんとの会話はしないで下さい。 

・入院期間中に着用するための不織布（ふしょくふ）マスクのご用意をお願いします。当院 1 階テ

クノエイドセンターでも購入可能です。 

・食事を摂る場所はスタッフの指示に従ってください。 

・売店など病棟の外へ出るときは、スタッフの指示に従ってください。 

・外出や外泊は禁止です。但し、外出トレーニングはリハビリスタッフが同行し行います。 

 

ご家族の方へ 

・入院日に、ご家族が病室に入室できない場合があります。 

入院の説明等は病棟のラウンジで行います。各種説明が終了次第、１階ラウンジに移動していた

だきます。また、入院日の付きそい人数は上限 3 名とさせていただきます。 

入院時の医師からの説明は、病棟の診察室での説明になる場合もあります。 

・対面面会は、別紙をご確認ください。今後の市中感染状況により中止や変更が生じる場合は、病院

ホームページでご案内致しますのでご確認ください。入院時にお渡しする面会証をお持ちの方の

み病棟にお入りいただきます。 

・携帯電話での通話や LINE などスマートフォンでのテレビ電話は可能です。 

・リモート面会(Zoom)も利用可能です。詳しい利用方法は、病院ホームページをご覧下さい。 

・入院後の経過と目標を確認するために定期的にカンファレンス（月 1 回）を開催いたします。カ

ンファレンスに参加されるご家族の上限人数は３名です。なお、カンファレンスもリモート（Zoom）

でご家族に参加をお願いすることがあります。リモートでの参加が難しい場合は電話でご説明を

いたします。 

・来院の際は、体温測定や健康状態の確認、不織布マスクの着用、手指衛生徹底などの感染対策をお

願いします（体調不良の場合は来院せず病棟にご連絡ください。また来院日までの５日以内に 37

度以上の発熱があった方は来院しないようお願い致します）。 

・当院においでになった直後に感染症に罹っていることが判明した場合、もしくは感染者と接触し

ていたことが判明した場合は速やかに病棟へご連絡ください。 

 

 



 

 

他院の外来受診について 

・急を要しない場合は、対応していません。 

・診療上、他病院の受診が必要な場合は、ご家族は受診先の病院で待機していただきます。 

 救急車両に同乗していただく場合は、マスクの着用や車内換気等の感染対策にご協力いただきま

す。 

 

その他 

・病院へ来院、またはご自宅からご入院される場合、1 週間は感染リスクの高い行動はお避けくださ

い。 

・入院中の新型コロナワクチン接種には対応できかねますのでご了承ください。 

 

≪差し入れについて≫ 

当院では、入院している患者さんへの差し入れは禁止しておりません。 

しかしながら、衛生上の観点や患者さんの摂食嚥下機能、合併症などの理由で以下の点にご了承く 

ださい。 

 

・食品の管理は、他の私物と同様に基本的に患者さん自身、またはご家族の責任でお願いします。病

棟職員が定期的に床頭台や冷蔵庫の中身を確認して整理することはありません。明らかに傷んで

いるもの、賞味期限を過ぎているものに気づいたときには処分することもありますが、定期的な

管理・処分はいたしかねます。 

・差し入れの食品は、衛生上の観点(食中毒など)から、調理されて販売されているもので、保存の利

くものをお願いします。ご自宅で調理したものの持ち込みはできるだけ控えてください。 

・差し入れは患者さん自身が食べきれる量にとどめてください。医学的理由で食べられるものに制

限のある患者さんもいらっしゃいますので、他の方に配ったり、シェアしたりという行為は控え

てください。 

・摂食嚥下機能の問題で食べられるものに制限がある場合もあります。安全に食べられるものの種

類は、担当言語聴覚士（ＳＴ）などにご確認ください。 

・糖尿病や高血圧、心疾患、腎疾患などの合併症のために、カロリーや塩分、タンパク質に制限があ

る場合もあります。食品に限らず、サプリメントやプロテインなども主治医の許可を得てくださ

い。 

  

  


